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江戸後期儒者野田笛浦について 
－『得泰船筆語』における野田笛浦の中国認識－ 
方 亮 
  
はじめに 
文政八年（1825）、貿易を目的として長崎に向かっていた清国の商船「得泰号」が不幸
にも悪天候に遭遇し、駿河国清水港（今静岡市清水区）に漂着した。この得泰船漂着事件
こそ、後にこの事件に関わった儒者野田笛浦の名を高めることになる。野田笛浦（1799—
1859）は、江戸後期の儒学者・漢学家。江戸の昌平黌に学び、漢文と漢詩に優れている。
野田は得泰号船を送還する事務を幕府から命ぜられ、その清国船に同乗して長崎まで行っ
た。この時に清人と筆談した記録をもとに『得泰船筆語』を著し有名になった。この『得
泰船筆語』に関する先行研究は、主に松浦章・田中謙二編『文政九年遠州漂着得泰船資料
—江戸時代漂着唐船資料集二』および国金海二の「野田笛浦『得泰船筆語』について」が
ある。これらの先行研究は、主に江戸時代における日中交流を焦点として取り上げるもの
であり、確かに江戸後期の日中関係を検討するのに有用である。ただし、野田笛浦という
人物に焦点を当てて、「筆語」という世界を通して垣間見られる若き野田の思想について
検討しようとする観点は、先行研究においてはまだ不十分であると思う。また、野田の政
治実践および他の漢文作品から見れば、彼は単純な儒学者ではなく、中国の経世思想に影
響され、現実社会に深く関心を持つ経世論者であると言える。今まで筆者は幕末における
経世論者の一例として、野田を取り上げてきた。『得泰船筆語』から見える野田の中国認
識に対する研究は、野田の経世論を分析するのに不可欠であると思う。それで、本論では
先行研究の『文政九年遠州漂着得泰船資料—江戸時代漂着唐船資料集二』と「野田笛浦
『得泰船筆語』について」を踏まえた上で、『得泰船筆語』を中心に、野田笛浦の中国認
識を考察していきたい。 
一、得泰船漂着事件 
江戸時代の日本は、長崎を通して中国と貿易関係を持っていた。航行技術と天候などの
原因で、海難事故も多かったため、清商船が長崎以外の地域に漂着する「漂着事件」もし
ばしば発生していた。得泰船漂着事件はその一つの例である。得泰船は「辦銅1（銅の購
入）」を目的として、長崎に向かっていたのである。この時、得泰船以外にも、全勝船も
同時に出航していたが、得泰船の遭難と異なり、全勝船は予定通り長崎に到着した。『文
政九年遠州漂着得泰船資料集』には、この「得泰船事件」の縁由が詳しく記録されてい
る。文政八年（清道光五年、1825）十一月二十四日に、寧波商船得泰號は浙江省平湖の乍
浦港から出発、長崎に向かったが、不幸にも強風のために漂流することになった。文政九
年（1826）一月一日に、ようやく遠州榛原郡下吉田村に漂着した。最初に得泰船と関わっ
たのは、一橋家の波津の代官小島源一であって、あとは、病気になった小島の代理とし
て、榛原郡川尻村代官竹垣庄蔵が得泰船の担当を命じられた。漂着した得泰船は糧食が不
足しており、船員が病気にかかっていたため、代官に停泊許可を求めた。同月十九日、得
泰船は牽引されて清水港に入り、榛原郡飯淵村代官羽倉簡堂は得泰船の取り調べを始め
た。 
                                                   
1 浙江巡撫程含章の道光五年（文政八年、一八二五）十二月二十二日付の奏摺二、今有官商王宇安、又額
商楊嗣亨、前往東洋辦銅、即將難夷清祐等七名、分船附載、給与船価、並口糧塩菜、銀米、于十一月十八
日、二十四日出口。 
松浦章・田中謙二編『文政九年遠州漂着得泰船資料—江戸時代漂着唐船資料集二』関西大学東西学術研究
所、1986年、580頁。 
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 幕府の命により、得泰船を長崎に護送するに当たっては、漢文に優れる「筆談役」を用
意する必要があった。野田笛浦は昌平黌の儒官古賀侗庵に推挙されて、「筆談役」として
得泰船漂着民の護送に関わったことをきっかけに世に登場した。三月九日、得泰船は護送
船の天徳丸と共に清水港を出発して長崎に向かった。四月三日、天候不順によって一旦兵
庫に入港して停留し、九日に出帆、また二十四日に九州平戸田助浦に風雨を受けたが、五
月七日に長崎港に入港した。そのあと、長崎で修理された得泰船は一年後の文政十年
（1827）四月二十五日に長崎より帰国したのである。 
 得泰船の船主劉景筠は、当時長崎在留中で、同乗していなかった。実際の船主は楊啓堂
であり、長崎来航を指揮した。財副朱柳橋は得泰船の財務と文書管理を担当し、福建商人
劉聖孚も得泰船の責任者の一人であった。得泰船員総勢百十五人、同行送還の日本人三名
を含めて、百十八人であった。『文政九年遠州漂着得泰船資料集』に、「得泰船漂着事
件」に関わる資料は、ほぼすべて収録されている。それら資料によれば、得泰船の遠州下
吉田村沖漂着に関する資料は、基本的に『通航一覧続輯』巻三十三より巻四十に収録され
ている2。他には、代官羽倉簡堂の筆談記録も残され、これは『清水筆語』と呼ばれてい
る。これら一連の資料の中で、野田笛浦と漂着民の筆談『得泰船筆語』が本論の分析対象
である。 
二、『得泰船筆語』 
 『得泰船筆語』の版本については、『文政九年遠州漂着得泰船資料集』にも解説が見え
る。「従来、得泰船の漂着資料として知られたものは、「紀藩瓢葉館藏」とある刊本『得
泰船筆語』乾坤二冊本であった。しかし、『得泰船筆語』と称せられるものは、刊本以外
に三種の写本が知られる3」。それは東洋文庫に所蔵される滝沢馬琴の旧蔵写本、東京の無
窮会図書館平沼文庫に所属される『得泰船筆語抄』、及び東京大学史料編纂所に所蔵され
る『得泰船筆語抄』である。第一の写本において刊本と相違するところは、日記体で記録
されている上、筆談の配列が異なる点である。第二の写本は、第一の写本「得泰船筆語
抄」とほぼ一致している。また、第三の写本は、配列と内容は基本的に刊本と同じだが、
巻頭に江芸閣の野田笛浦にあてた書簡文が付せられている。本論では、刊本を基本としつ
つ、各種の写本を参考として『得泰船筆語』の内容について検討していきたい。 
 野田笛浦と筆談した人物は、得泰船員楊啓堂、朱柳橋、劉聖孚以外には、江芸閣という
人物もいた。彼らはただ利を求めるのみの商人ではなく、文人でもあった。楊啓堂は「往
来長崎九次」と言及し、日本と長崎唐館4を熟知していた。さらに、筆談記録の中で 
 
諱潛發、号慕亭、任山西福建邑令、擢陞州牧、賢人文公（朱熹）後裔5。 
 
と言及しており、朱柳橋は自分を朱熹の後裔と自称していた。長崎在留の江芸閣は漂着民
ではなく、かつて頼山陽、梁川星厳などと往来していた文人であった。彼も野田笛浦と筆
談して、さらに野田笛浦の著書に跋文を書いたこともある。彼らは野田笛浦と筆談したこ
とによって、『得泰船筆語』に名を残された人物である。 
                                                   
2 上掲 590—592頁。 
3 上掲 593頁。 
4 唐館、唐人屋敷とも呼び、江戸時代の「鎖国」政策により長崎に設置された中国人住居地区。政府の規
制によって成立した唐人屋敷も一種の中華街といえよう。 
5上掲 237頁。 
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 『得泰船筆語』は日中の政治経済、社会風習、文化歴史など、さまざまな面に触れてい
る。また、各種の話題についての検討と争論も現れている。以下、いくつの例をあげてお
こう。 
 まず、野田笛浦は清朝の皇帝について発問している。 
 
野田「貴国の皇帝（道光皇帝）はご年齢は？」 
劉 「五十二歳。」6 
楊 「日本の地図を持っていますか？見せてください。」 
野田「地図を外人に見せるのは我が国に禁じられていることである。」7 
 
 野田は当時の清朝皇帝の年齢を尋ねたが、劉は五十二歳と返答している。実は当時の道
光皇帝は四十二歳であった。劉が知らなかったのか偽りを述べたのかは判然としないが、
相手に全幅の信頼を置けない場合には、一般的な政治常識でも機密を要すると考えて、曖
昧にはぐらかすことはあり得たのではないだろうか。これに対して、楊が日本地図の閲覧
を求めた時には、野田は国の禁という理由で断った。国家レベルの政治に関わる問題につ
いては、双方ともに決して率直であったわけではない。 
 また、漢学者としての野田は、書籍の話題に対して、深い興味を抱いていた。 
 
野田「貴国の書籍はあまりにも多く、望洋の嘆を抱く。読める本もあるが、読めない 
       ものも多く、夏虫のように見聞が浅いと思う。」 
朱  「我が国に書籍は豊富だが、そのほとんどは長崎に伝わっている。」 
野田「もし翼があれば、中国に飛んで行くのを望むが今は窮屈に束縛されている。」8 
 
 野田笛浦は中国典籍の豊穣に感嘆し、漢籍をより多く読破したいという念願も表明し
た。朱柳橋の「裝至長崎已十之八九」という言葉に照らせば、中国からの漢籍輸入は相当
の規模で継続していた。貿易も漢籍伝播を媒介した。漢籍伝来の数量だけではなく、その
多様性と豊富性も話題に上がっている。 
 
野田「『聊齋誌異』9と『古今奇觀』10も読んだことがある。怪異小説の中で最も優れ
るものであり、私は楽しんで読んだ。」 
朱  「国朝別裁詩11では、誰が一番であろうか？」 
                                                   
6
 野田 貴邦皇帝甲子幾何？ 
劉  五十二歳。 
上掲 239頁。 
7
 楊  帶有日本地圖乎？乞一觀。 
野田 是吾邦大禁、不許外人看。 
上掲 247頁。 
8
 野田 貴邦載籍之多、使人有望洋之嘆。是以余可以讀之、不可讀者不敢讀、故不免夏蟲之見多矣。 
朱  我邦典籍雖富、迩年以來、裝至長崎已十之八九。 
野田 天若使我身羽翼、則翱翔二京三省之間、恨不過紛飛於蓬蒿之下。 
上掲 243-244頁。 
9 中国の清代の短編小説集。作者は蒲松齢（1640-1715）。怪異文学の最高峰と言われる。 
10『今古奇観』ともいい、十八世紀中国で編纂された白話小説の選集である。江戸時代の日本にも流行し
ていた。 
11 清の沈徳潛が編纂した『国朝诗别裁集』。清初の詩歌を編集する詩集。 
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野田「詳しく読んだことがないが、皆それぞれ長所があって甲乙つけがたい。王士
禎、朱彝尊、宋琬、施閨章の四人は、最も優れて、推尊すべき人物である。」12 
 
 漢詩文以外にも、野田は清の小説、特に志異小説を好み、また漢詩人について自分の評
価基準を持っており、確かに高い水準の漢学者であると考えられる。 
 さらに、日中両国の比較に関する内容も興味深い。 
 
朱  「日本は人が少なく、故に衣食が足りる。我が国は人が多くて貧民も多い。」 
野田「我が国は豊かではあるが、人は決して少なくない。中国は貧しくはあるが、人 
     は決して多くない。」13 
 
 野田は日中の貧富の差について論じ、日本は豊かであり、中国は貧しいと断じている。
また、景観の比較にも言及している。 
 
野田「仙台松島の景色は日本で一番だが、中国の西湖と比べるとどちらが優れるの 
     か？」 
江 「残念ながら日本では禁制が厳しく、松島に旅することもできない。」 
野田「西湖の美しさは、淡妝と濃抹のように、晴れも雨もそれぞれのよさがある。」 
「松島の八十八の島も、島ごとに見どころがある。」14 
 
 仙台松島と西湖は、どちらが美しいだろうかという質問に、江芸閣は国禁によって訪問
できないことを嘆じ、発問に正面から回答することはしなかった。次いで、野田は宋の蘇
軾の「欲把西湖比西子、淡妝濃抹總相宜」を引いて、晴雨いずれも風情ある西湖を賞賛す
るが、同時に松島の多様なおもしろさも強調する。総じて、『得泰船筆語』の内容は政
治、経済、文学、文化など、多方面に及んでおり、話題も豊富である。ただし、話題が日
中の比較に及ぶと、野田からはある種の自尊意識が垣間見られるようであるが、この点は
後述しよう。次節では、「俗の文化」を中心に、野田笛浦の中国についての注目点及び筆
談の着目点について述べていきたい。 
三、「俗」の文化 
 野田笛浦は楊啓堂に対して長崎の妓女について尋ねている。 
 
野田「長崎にお馴染みの妓女はいますか？」 
                                                   
12
 野田『聊齋誌異』、『古今奇觀』、皆嘗看之。志異小説中之尤者，吾樂讀之。 
朱    国朝別裁詩、以何人為翹楚？ 
野田 余未細閲、然各有所長、難一筆定其甲乙。王朱宋施四家、尤属詞壇老手、是以当代推重。 
松浦章・田中謙二編『文政九年遠州漂着得泰船資料—江戸時代漂着唐船資料集二』関西大学東西学術研
究所、1986年、239頁。 
13
 朱  日本人少、故衣食多足。我邦人眾、故貧乏之人多。 
 野田 我邦富則富矣，人不必少矣。唐山貧則貧，人不必聚矣。 
上掲 252頁。 
14 野田 我邦山水以仙台、松島為第一、比之唐山西湖、未知孰劉孰項也？ 
江    可可恨恨貴邦邦禁森嚴、不能一遊其地也。 
野田 西湖之勝、淡妝濃抹、好於晴而奇於雨。 
    我邦松島八十八島，每島一奇。 
上掲 293−294頁。 
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楊 「引田屋の糸萩、日本の文字で書けば、いとはぎです。」15 
 
 野田は楊啓堂になじみの妓女がいるかどうかを尋ね、楊は躊躇なく率直に答えている。
ここでは、このような風習、習俗に関わる話題を「俗」の文化または庶民文化の一部とし
て取り上げる。『得泰船筆語』の中では、社会習俗と風習に関する内容が大きな部分を占
めているからである。「俗」の文化についての遣り取りは筆談の中心的な主題の一つとな
っている。以下に例を挙げよう。 
 
朱  「苗族は「跳月」の風習があり、そこで人が自ら配偶を得るに任せている。 
     日本でも男女は野合によって結ばれることも多く、国法も禁じていない。」 
野田「男女の逢引きは、詩経に詠われるところである。」 
    「我が国において野合する者は、禽獣である。朱翁は老眼で視界が朦朧として、 
     野獣を人間と見間違ったのでしょう。」16 
 
 「跳月」は中国苗、彝族など少数民族の風習であり、初春または中秋の時に、未婚の青
年男女が集まって、月下に歌ったり、踊ったりする民俗である。今でも婚俗の一つとし
て、中国中南部の少数民族地域に伝承されている。野田はその「跳月」を「桑間濮上、葩
經之所詠」と形容し、つまりそれが『詩経』に謳歌されているのではないかと皮肉った。
一方、日本の「野合」、つまり礼法に従うことなく結婚するという現象を否定していた。
あるいは「野合」 の意味するところは日本語の「夜這い」のイメージであったではない
だろうか。古くは、『万葉集』にも「夜這い」の習俗はある。古代の夫婦関係は主に「妻
問い婚」だが、社会において「一夫一妻」の観念が希薄であったため男女がお互いに「夜
這い」によって関係を持つことはあり得たであろう。つまりそのような関係性の在り方も
含めて、「野合」という語彙が選択されたのではなかろうか。婚俗の続きにおいて、野田
は「斷袖之癖」に言及した。 
 
野田「中国に斷袖の癖なるものあって男色は風俗となっているとか、甚だしきはと女 
     性より男性の方を愛すると聞き及ぶ、その当否はいかがか？」 
朱  「我が国では、上京の官僚及び商人は、妻を帯同できなくて、「龍陽」を喜ぶこ
ととなった。特に福建地方の人々の間で流行っており、故に俗諺に「契兄契
弟」の説がある。」17 
 
                                                   
15 野田 楊兄有妓麼？  
楊  引田屋糸萩、試以日本字写之、いとはぎ …… 
上掲 263頁。 
16 朱   苗俗有跳月之風、任人自為配偶。今日本男婦亦多野合者、國法不禁。 
野田 桑間濮上、葩經之所詠。 
    我邦野合者、是禽獸也。吾翁老眼朦朧、錯認禽獸為人也。 
 上掲 254頁。 
17 野田 聞及唐山斷袖之癖、古今成風、甚者其愛過於婦人、未知然否。 
朱  我邦京師及官遊遠客、不能攜帶婦女者、往往以龍陽為消遣。閩省地方人人皆好、 
    過於女子、故諺有契兄契弟之説。 
 上掲 277頁。 
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「斷袖之癖」、「龍陽」及び「契兄契弟」という言葉は同性愛を指す。朱は閩省（福建地
方）に同性愛が普遍であると答えたが、これが事実かどうかはさておき、筆談における話
題の範囲は広く禁忌がなかった、あるいは時にあえて禁忌を踏み越えたと考えられる。 
 また、習俗以外、「俗曲」に関する話題も、両者が筆談を通して「俗の文化」に傾倒し
ていたことを示している。例えば、楊啓堂は野田笛浦と以下のように約している。 
 
楊 「明日野田兄を師として、江戸言語を学ぶ。また私は「彩雲開」と「九連環」の 
         曲を歌って教えよう。」 
        「（九連環）：蝴蝶夜飛來是夜夜遊、情人吓送我九連環。九九連環、拿把刀兒割
不斷、幾時夜夜遊、夜夜遊。」18 
 
 「九連環」は「淫詞豔曲」として清政府に禁じられていた「禁曲」であり、明清楽19の
一種で、江戸時代の日本にも伝来していた。内容は平易で、歌調も簡単なので、中国福建
地方の船員に好まれて、次第に日本に伝わった。「彩雲開」もまたそのような「禁曲」の
一つである。 
 
楊 「彩雲開、月明如水浸樓台。原是風弄竹聲、只道是金珮響、月移花影、疑是玉人 
         來。依孜孜雙屬眼、急急攘攘那靜外。依聽門兒待、只奈欲因孩到、海青鸞黃信
音乖。」20 
 
 「彩雲開」は男女の情愛を描いたが、露骨に愛情を歌うのは封建社会の道徳に合致しな
いことと見なされよう。しかし、野田笛浦はそのような桎梏からは自由に、中国社会の俗
文化にも興味を示した。なお、「俗曲」の表現は、男女の情愛だけでなく、思郷の情を表
現するものもあった。「燒香曲」はその一つである。 
 
  「荒郊樹下一座廟、苦命的女子把香燒。上了香、何言何語何囑告。嗑了一下頭、淚珠
兒滴在埃塵里。教一聲神道、你可知苦命女子把香燒？你可知苦命的女子誰知道？紗
窗兒外吓月影兒吓、出路的人吓好不心焦吓。一思郷父母年高、二思郷妻兒年少、三
思郷手足同胞。」21 
 
音楽は伝わらずとも、書面に残された曲の詞だけで状況が想像できるようであると思
う。野田笛浦が男女関係及び淫詞豔曲のようなものにまで幅広い興味を示したのはなぜだ
ろうか。漂着民たちの教育程度と筆談交渉のなどによる制約も要因としてあったが、当時
得泰船を護送する野田笛浦が二十八歳であり、昌平黌から世に出たばかりで社会生活の実
相に触れようと志向していたこと、あるいは情趣に富む異文化を貪欲に吸収しようとして
                                                   
18 楊  明日以長兄為師、學江戸言語。弟為先生、以彩雲開、九連環二曲唱之。 
蝴蝶夜飛來是夜夜遊、情人吓送我九連環。九九連環、拿把刀兒割不斷、幾時夜夜遊、夜夜遊。 
上掲 266頁。 
19 明清楽とは、明楽つまり江戸時代中期に明朝末期に中国南方（福建を中心とした地方）から日本へもた
らされた唐宋の詩詞を歌詞とした音楽と、清楽つまり江戸時代後期に中国南方からもたらされた俗曲を中
心とする音楽の、両者を総じて呼ぶ際の用語である。その中で、「九連環」が最も流行していた。 
20 上掲 267頁。 
21 上掲 267頁。 
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いたことが明らかにわかる。筆談は政治、文学、文化など、広い面に及んだが、庶民文
化、特に「俗」の文化は初めて中国人に対面した野田笛浦が注目した重要な一部分であ
る。「俗」なる話題は一面では漂流民との信頼関係を築くものであっただろうが、もう一
面では深層から中華文明を理解しようとする野田の志向性を示すものではないだろうか。 
四、「唐山」と「夷狄」 
 『得泰船筆語』は清代中国の政治、社会、文化について広く論及した。しかし、この中
では、「中国」を指す語彙として「清」は使用されていない。それに代わって、「中国」
は「唐山」と称されていた。野田笛浦だけではなく、清の漂着民もその名称を使ってい
た。例を挙げよう。 
 
野田「我邦富則富矣、人不必少也。唐山貧則貧矣、人不必聚也。」22 
 
 また、言語・文字についての言及も見える。 
 
楊 「（訳使鄭八郎は）唐語と唐字ができる。野田君に及ばないが、長崎で 
          最も優れると言える。」23 
 
 楊啓堂は長崎在留の「訳使鄭八郎」の文才を褒めた。「唐語」は漢語、つまり中国語
を、「唐字」は漢字を表すのではないだろうか。同様に、筆談の中で出た「唐船」と「唐
物」は清商船と清の貿易商品を指している。「唐」は三十七箇所見えるが、すべて「中
国」あるいは「清」を表すものであり、「清」の国号は一切見えなかった。これはどのよ
うな意味があるのだろうか。 
 「安史の乱」まで、唐王朝は社会の安定、繁栄が顕著な時代であった。都の長安は政治
文化の中心として、周辺の各国に影響を与えたが、各国も唐朝の社会文化を模倣してい
た。日本も唐に使節を派遣し、先進的な技術と情報、また経典書籍などを収集していた。
特に、「開元貞観の治」24の時期、唐は絶頂期を迎え、同時に、日本における唐への憧憬
も最高潮に達した。以来、安史の乱による唐朝の衰退及び中国王朝の更迭にもかかわら
ず、日本側では中国に関するものに「唐」を冠して、盛唐の繁栄を記憶したのである。 
また、宋の朱彧の著書『萍洲可談』に「唐」の由来が載せられている。「漢威令25行於
西北、故西北呼中國為漢。漢威令行於東南、故蠻夷呼中國為唐」。清の王士禎の『池北偶
談』にも以下のような記録が見える。「昔予在禮部、見四譯進貢之使、或謂中國為漢人、
或曰唐人」。古代中国において、中国大陸を支配した朝廷は自らを「中国」または「中
華」と称していたが、周辺の民族を「東夷」、「北狄」、「西戎」、「南蛮」と呼んでい
た。これを総じて、中華に対する外部世界を「夷狄」あるいは「蛮夷」と呼称した。宋元
以来、中華思想における漢民族に対して「夷狄」と見られる日本は、「唐」と「唐山」と
いう語彙で中国を指していた。そして、中国人を「唐人」、中国商船を「唐船」、中国貿
                                                   
22 上掲の注 14。 
23 楊  滿口唐語、且写唐字、雖不及先生、長崎為一番。 
 上掲 261頁。 
24 中国唐朝の開元（713 ｰ 741）と貞観（627 ｰ 649）は並び称せられる中国史上の政治の安定期であり、唐
は絶頂期を迎えた。合わせて開元貞観の治と呼ぶ。 
25 地方に伝わる漢朝中央の法令。 
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易品を「唐貨」と呼んだ。そのような歴史的な伝統と慣用に照らせば、野田が中原の中央
朝廷としての「清」を「唐」と呼ぶのは当然ではあるだろう。 
 しかし、野田笛浦は、「唐」の呼称を使用することで、唐王朝に対する伝統的な憧憬
を、清朝に対しても表現していたと見なすのは、おそらく適切ではない。以下、例を挙げ
て説明しよう。 
 
野田「貴国の清太祖の出身はどこなのか？」 
劉  「江南である。」 
野田「清太祖が長白山に生まれたと聞いたが、長白山とは江南のどこなのか？」 
楊  「野田君は我が国をよく知り、何でも通じるようで、今その話にも及んだ。それ
は確かに劉君が言ったとおり、太祖は長白山に生まれた。（当時その長白山も
「北狄」と見られる地域であった。）これは他人に隠すべきだが、ただ野田君
に話しても構わない。中夏は外狄に駆逐せられ、故に髪を切った。また天運の
循環ではないだろうか。（つまり、漢人が髪を切って、辮髪に結う明清鼎革を
指す。）」26 
 
 野田笛浦に清太祖の出身を聞かれて、劉聖孚は偽って江南であると答えた。偽りがばれ
た後は、「中夏は外狄に追放された」という実情を伝えた。清朝統治者の満族は、中原進
出以前には「夷狄」と見られており、そのため漢族出身の漂着民たちが「清朝満族」を
「外狄」と判断したこともわかる。漂着民は自らを「中夏」または「中華」と認識する自
尊意識を維持していたのではないだろうか。また、「満漢融合」についての話題から、漂
着民の立場がさらに明確となる。 
 
野田「満漢人は言葉が違うから、恐らく朝廷でともに議事することはできない。」 
劉  「満語も漢語も朝廷に使われる言語だが、満漢族は通婚しない。」27 
 
満漢婚姻が禁じられていることは満漢の分離・対立という事実の証拠であった。したが
って、以上の例より見れば、漢族漂着民は自らを「清人」と認めてはおらず、意識的に満
漢の区分を強調していたのではないだろうか。一方、野田笛浦は、清王朝または満族に対
してどのように見ていたのだろうか。回族地方では「見美婦人、就地淫之28（美婦人を見
ると現地で淫する）」という風聞に対して、野田は「所謂言之則汚口舌、書之則汚簡牘
者。然回纥夷狄、不足深罪也。非夷狄而為之，吾不得不為汚濁也29（これは言えば口を汚
す、書けば簡牘を汚すような行為である。しかし、回纥（中原の北にある政権）は夷狄な
                                                   
26 野田 貴邦太祖出何州？ 
劉   出於江南。 
野田 吾聞貴邦太祖出於長白山26下、不知此山江南何州？ 
楊   長兄先生博識於吾邦、書無不通而今刻問及。故聖孚言然耳。此事在他人秘之、獨與先生説何妨。 
中夏為外狄驅逐、故去髮四邊、亦自天運循環之道。 
上掲 248–249頁。 
27 野田 満漢人口氣兩樣、恐廟堂上不能與議事。 
劉   均是京中言語、滿人與漢人不結親。 
上掲 250頁。 
28 松浦章・田中謙二編『文政九年遠州漂着得泰船資料—江戸時代漂着唐船資料集二』、関西大学東西学術研 
究所、1986年、256頁。 
29 上掲 257頁。 
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ので、深く罪するには当たらない。夷狄でもないのにこのような行為があれば、汚濁であ
ると見なさざるを得ない）」と評価した。つまり、夷狄の陋習は夷狄ならではであり、そ
れほど罪深いことではないと見なし、野田はそのような「夷狄」を貶しめていた。したが
って、「華夷変態」30の思想の枠組において、「夷狄」としての清朝満族も野田笛浦の毀
貶対象となった。この点では、野田笛浦は漢族漂着民たちと立場が一致しているのではな
いだろうか。つまり、「唐山」の名称を通して、「中華」または「中原」と「清王朝」を
区別しようとしていた。野田笛浦は中華文明への憧憬を表明する一方で、満族と清朝に対
しては微妙な距離を置いているように見える。 
なぜ、「唐山」（中国）と「夷狄」（清）のような矛盾があるのだろうか。『得泰船筆
語』の中で、野田笛浦は「晚村（呂晩村）31之不臣於貴朝、是余之所以最信晚村」と述べ
ている。つまり、彼は呂晩村が清朝に臣従しなかったことに信を置いた。ここから、明朝
の文人学者が日本の清朝認識に深い影響を与えたことが示唆される。日本側では、「華夷
変態」の表現に代表されるように、明清鼎革によって華夷秩序が転換した可能性が高いと
いう説は広く流布していた。 
 さらに、『江戸時代の日中秘話』の中で「江戸時代の日本人が、中国船のことを唐船と
よんだのは、鄭成功ら鄭氏勢力下の人たちが、自らを清朝には従わない明の人間であると
いう意識から、唐王の支配下にあるという意味で唐人と称したのに原因があると考えられ
ている32」という分析において、後に書かれた「讀朱海徵33傳」によると、また清満族に対
して野田の憤懣と明清鼎革の遺憾が明らかに感じられると思う。 
 
   朱氏の明朝は隆武、永歷に至り統治の危機を迎えていた。内に宦官が弊害となり、
外に外敵の李自成が攻めてきた。さらに、愛新覺羅の満族も興った。二京十三省
（中原を指す）は豺狼蛇蝎の巣窟となった。九州（また中原を指す）の億兆の民衆
は、李賊あるいは満族に降伏し、または宦官の爪牙となった。……鄭成功は我が国
の霊気を受け継いで精忠偉略、明朝復興の志を持ち、清に抵抗していた。もし我が
国に援軍を求め、その時に加藤清正、小早川秀秋のような者を派遣し、精騎数十万
を率いさせたら、同心戮力して強勢となっただろう。そうすれば、齊州の北（満族
の発祥地）も朝鮮、琉球のように、藩臣となったわけである。34 
 
                                                   
30「華夷変態」の表現は、漢民族の王朝である明が、清満族に打たれことを夷狄に打倒された中華が夷狄
となり、また日本が中華の中心となれると捉えたものである。 
31 呂留良（1629-1683）は、清朝中国の医師・思想家。晚村と号する。明朝の滅亡に際し発心して剃髪
し、以後は清朝に仕えぬと誓い、各地を遊歴し時には医者を開業し「自ら働かざれば食さず」という主義
を実行する。 
32 大庭脩『江戸時代の日中秘話』東方書店、1980年、29頁。 
33 鄭成功を指す。明の軍人・政治家。清朝の時にも明を擁護し抵抗を続け、台湾に渡り南明政権鄭氏の祖
となった。 
34 夫朱明至隆武永歷之代、其危如一毛懸九鼎。孽閹老奸、内攻。奧盜闖賊外侵。加以勃然欻起之愛親覺羅
氏、二京十三省、變為豺狼蛇蝎之巢穴。舉九州之大、億兆之眾、不降流賊、則歸滿韃。不歸滿韃、則為孽
閹老賊之鷹犬。……嗚呼成功稟我神國一點靈淑之氣、猶能得精忠偉略、雄峙明季。使夫愛親覺羅氏不能食
下咽矣。設使當乞援兵於我邦之時、遣如加藤、小早川二將者提精騎數十萬、同心戮力以振其全鋒乎。則齊
州之北面於我者、惡知不在朝鮮琉球藩臣之列。 
月性編『今世名家文鈔・巻八』河内屋忠七等、14−15頁。 
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 つまり、野田は満族を「豺狼蛇蝎」と見なし、さらに鄭成功を「我が神国」の後代とし
て、彼を助け、明復興あるいは中原進出、中華文明の主導権を握る可能性にまで言及し
た。清朝成立当初、漢族による満族統治に対する反対は続いており、特に南明政権の反発
と抵抗は、これを知った日本側にとって、清朝満族が「夷狄」であるような印象をさらに
強化した。 
 総じて、「唐山」と「夷狄」の矛盾は、中国に対する野田笛浦の態度を表現していたも
のである。中華文明への憧憬と敬意は明らかに存在していたが、同時に「夷狄」である清
朝満族が中原の地を支配している状況を蔑視していたのではないか。これも当時江戸後期
の中国観にほぼ一致していたのではないだろうか。「唐山」が「夷狄」に支配され、これ
を契機として日本がむしろ中華文明の復興、存続に責任を負い、また日本独自の新秩序を
築くべきであるという視点について、江戸後期に多くの日本知識人は共通していたのでは
ないだろうか。 
五、詩文唱和 
 得泰船を護送する途中に、野田笛浦は漂着民たちを客として扱い、一貫して丁重に遇し
ていた。また、野田は朱柳橋を「海外知己」と呼び、彼らに敬意を示していた。同時に、
漂着民も自らを「弟」、野田を「公」または「兄」を称して、お互いにより深い友情を結
んでいたように見える。劉聖孚の気不精を紛らわすために、野田は戯れに以下のような処
方箋も書いている。「病從内起、宜以和心悅色治之。順風三錢、好書二錢五分、美酒一錢
五分、奕子一錢、佳境二錢、取順潮水煎服。」順風、書籍、美酒などを用いた処方箋では
病気は治せないが、心を癒したのではないだろうか。 
 最も双方の情誼を表すのは送別の詩である。筆談の意義をここで余すとことなく表現し
た。例えば、清水港を出帆する時に、朱柳橋は漢詩で名残惜しい気持ちを伝えた。 
 
四十年來赴行遠、無端滄海滯途歸。 
遙見柳色青如黛、此日難忘故里情。 
蒲帆高掛趂東風、水驛置郵指顧中。 
海外知交非易得、一歌分袂別離間。 
 
 そして、野田笛浦は護送完成の時にも、漂着民に次の漢詩を贈った。 
 
搦管相逢清水湾、勧杯今日別瓊山。 
茲身設得分為二、一個随君一個還。 
屈指六旬舟裏過、恩情更比弟昆多。 
管城写到真心処、不信人間有漢和。 
 
 野田笛浦は任務を果たした後は、漂着民の中国人との友誼を唱えた。また、「人に漢と
和の区別があるのを信じない」とも述べており、貿易だけではなく、文化的にも日中往来
の継続を願っていたことがわかる。さらに、野田は途中で病死した得泰船員陳雲漳のため
に、墓誌銘を書いた。それで、漢民との情誼をより深く唱和した。 
おわりに 
 ここで改めて、二十代の野田が遭遇した「得泰船漂着事件」から振り返ってみよう。野
田は漂着民に対して輸入漢籍を通して培われた中華への文化的憧憬を表し、和・漢の別な
き友誼を唱えた。「俗」文化を中心として庶民文化についても深甚な興味を示した。しか
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しながら、彼の中華への憧憬が、そのまま現実への親和的な意識につながっていたわけで
はない。「華夷変態」の思想の枠組みのもと、漢族の漂着民と同様に満漢の分別を意識
し、清朝満族の「中華」としての地位は認めなかったように見える。明清変革により「夷
狄」としての清朝に支配されている中華世界は相対化され、そして、中華世界の相対化と
連動して出現しているように思われる「神国」の自尊意識がある。「華夷変態」の枠組を
通して見れば、明清鼎革によって中華文明は損なわれたのであり、「我が神国」こそ文明
であるとの認識が生まれていたのかもしれない。 
本論では、『得泰船筆語』を中心に、野田笛浦と中国人の交渉記録を分析した。『得泰船筆
語』に明瞭に現れる「中華」の相対化、また幕末社会における現実の主体性を強調すること
は、野田笛浦の経世論の前提条件となるのではないだろうか。また、野田のように、幕末に
おいて儒学・洋学・国学に拘泥しない学者は、数多く存在したわけである。このような学問
的なネットワークを築くのは、幕末経世論を再検討するのに裨益すると思う。これらの点に
ついての論証や考察は後日を期すこととしたい。 
 
（ふぁん りゃん/千葉大学人文公共学府 博士後期課程） 
